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オーサー・ビジットを開催しました！  

オーサー・ビジットとは本の著者（オーサー）が学校を訪ねて特別授業をすること。 

日時：令和元年７月 25 日（土）11 時～12 時  場所：図書室 

講演：♡『商業高校から一橋大学に入って公認会計士試験に合格した話』 

（とりい書房）の著者 藤本拓也氏  

商業高校から一橋大学へ進学し、文系の国家試験の最高峰ともいわれ 

る公認会計士試験に合格するまでのことや、商業科目を学ぶ意義や簿記 

試験に臨むにあたって大事なことをお話していただいた。 

「これからの社会で必要なことは〈簿記・英語・ＩＴ（情報）〉です。 

これら全てを学べるのは商業高校だけです。」 

「読解力をつけることは大切です。」    

♡ネットスクール株式会社社長 桑原知之氏 

  日商簿記 1 級や公認会計士を目指す生徒たちへ激励していただいた。 

「チャンスには順番あり。一歩前に出てチャンスをつかめる人になりましょう。 

分からないからやらないはダメ。分からないを前提に授業に臨みましょう。」 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

東京から来てくださった藤本拓也 
先生に今まで読んだ本（ビジネス関 
係以外）の中で、印象に残っている 
本を事前にお伺いしました。 
 
木谷司書が藤本先生ご推薦の本を紹介した  

『華氏４５１度』 レイ・ブラッドベリ著 ハヤカワ文庫 

    夏休みの宿題となっていた読書感想文の課題図書として、半ば強制的に読んだ本 

ではありますが、当時、読書の習慣があまりない自分でも、「いざ、本がなくなり、 

ボーっとテレビを見るだけになるとどうなるのか」と 少し怖い想いをした１冊。 

 

『希望の国のエクソダス』 村上龍著 文藝春秋 

  「この国には何でもある。本当にいろいろなものがあります。だが、希望だけがな 

い」というフレーズが宣伝文句になっているのに惹かれて、大学時代に読んだも 

の。全国の中学生が一斉に不登校になるというエピソードなので、なかなか学校の 

図書室で胸を張ってお勧めするには難しいテーマかもしれませんし、内容もかなり 

難しいものではあります。 ただ、「大勢の大人が考える普通の希望」だけが学生に 

とっての理想なのかということを強烈に問いかけるストーリーが強く印象に残って 

おり、今思い返しても 2000 年ごろに書かれたという古さを感じさせない１冊。 

 

『おとなの教養 私たちはどこから来て、どこへ行くのか?』 

池上彰著 ＮＨＫ出版新書 

テレビでおなじみの池上彰さんが、東京工業大学で行った授業を元 

にして書かれた１冊です。序章にある「すぐに役立つことは、すぐに 

役に立たなくなる」という文章が、非常に強烈に印象に残っています。  

だからこそ、すぐに役に立たなくても 長い目で見れば役に立つかも 

しれない「教養」に今一度注目しようというのが、本書の目的のよう 

です。つい最近読んだ本なので大学は卒業した後に読んだ本ではあ 

りますが、「どうして大学では専門的な分野以外の科目（一般教養） 

も学ばなければならないのか」という１つの答えだと思いますし、そ 

う考えると「自分も大学に行って良かったな」と思えるきっかけにな 

った本です。 

秋の野に 咲きたる花を 指折り（およびをり） 
かき数ふれば 七種（ななくさ）の花 

萩（はぎ）の花 尾花（おばな） 葛花（くずばな） 
瞿麦（なでしこ）の花 姫部志（をみなへし）  
また藤袴（ふじばかま） 朝貌（あさがお）の花   
山上 憶良（やまのうえのおくら）＜万葉集・巻八 ＞ 

秋の七草を皆さんいくつ

知っていますか？ 

サイン会もしてい

ただき、とても有意

義な講演でした！   



 

 

 

クトゥルフ神話というのをご存じだろうか。 

これは怪奇小説家ハワード・フィップス・ラグク

ラフトと彼の親しい作家たちの間で、自ら創造した

暗黒神や魔術書などを互いに作品に登場させる架空

の神話体系である。ここだけ聞くと、なかなかイタ

いような気がするが、作品の時代や場所が変わると

案外そうでもないのである。小説以外にはゲーム、

映画、コミックなどたくさんの関連作品がある。 

 神話生物といわれる神様などの生き物には一つ一

つ細かくストーリーがある。有名な神話生物のなか

には「ニャルラトテップ」や「ヨグ＝ソトース」、 

「ハスター」などがいる。アニメやゲームが好きな 

人には聞き覚えのあるものもあるだろう。 

クトゥルフ神話に出てくる神話生物のほとんどの見た目はこの世のものとは 

思えないほどのもので、中には気分を悪くするものもあるだろう。しかし、す 

べて架空なので安心してほしい。 

 このクトゥルフ神話には、ホラーやオカルトが好きな人ならハマりやすいだ 

ろう。架空のものが好きな人も、この世界観にハマってくれると嬉しい。 

 ようこそ狂気の世界へ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

『図解 クトゥルフ神話』 

 森瀬繚 編著 新紀元

 

https://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http%3A%2F%2Fwww.artbank.co.jp%2Fstockillust%2Fvol8_image%2Fibaragiyoshiyuki%2F1-A-YSI100.jpg&imgrefurl=http%3A%2F%2Fwww.artbank.co.jp%2Fstockillust%2Fimage_html%2Fibaragiyoshiyuki%2F1-A-YSI100.html&docid=KtxR0eqc04FDEM&tbnid=Guq5r6hd4HnqYM%3A&vet=10ahUKEwizooq_sbvkAhXMFIgKHZdvBIYQMwifAShAMEA..i&w=640&h=800&bih=648&biw=1366&q=%E7%A7%8B%E3%81%AE%E8%8A%B1&ved=0ahUKEwizooq_sbvkAhXMFIgKHZdvBIYQMwifAShAMEA&iact=mrc&uact=8

